
東
尾
張
本
部
第
一
支
部
が
、

九
月
三
日
（
日
）
に
春
日
井
市

主
催
で
、
春
日
井
市
総
合
体
育

館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
「
健

康
救
急
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
の

協
力
団
体
と
し
て
参
加
し
、
腎

臓
病
予
防
に
つ
い
て
啓
発
活
動

を
行
い
ま
し
た
。

「
あ
な
た
の
腎
臓
、
大
丈
夫

で
す
か
？
」
を
テ
ー
マ
に
ブ
ー

ス
を
設
け
て
多
く
の
来
場
者
に

ア
ン
ケ
ー
ト
を
し
て
も
ら
い
な

が
ら
ア
ピ
ー

ル
し
ま
し
た
。

一
般
市
民
の

方
を
対
象
に

生
活
の
向
上

に
努
め
て
頂

く
よ
う
に
、

と
り
わ
け
腎

臓
病
に
関
し

て
関
心
を
持

っ
て
も
ら
う

た
め
、
ア
ン

ケ
ー
ト
に
答

え
て
頂
い
た

方
に
抽
選
で
景
品
を
お
渡
し
す

る
な
ど
し
て
楽
し
み
な
が
ら
啓

発
活
動
を
展
開
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
全
体
の
来
場
者
が

約
六
千
人
を
数
え
、
天
気
に
恵

ま
れ
た
た
め
か
子
供
連
れ
の
ご

家
族
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
は
「
健
康
診
断

の
取
り
組
み
」
・
「
透
析
の
認
知

度
」
・
「
腎
移
植
」
等
に
つ
い
て

の
項
目

で
協
力
頂
き
ま
し
た
。

ま
た
、
相
談
コ
ー
ナ
ー
を
設
け

て
お
り
、
多
数
の
相
談
者
も
み

え
ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の
協

力
者
は
二
百
八
十
人
程
度
あ
り
、

ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計
結
果
は
春

日
井
市
健
康
増
進
課
に
提
出
し

ま
す
。

第
二
支
部
の
「
Ｃ
Ｋ
Ｄ
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
は
、
来
た
る
十
月

二
十
二
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ

る
「
長
久
手
福
祉
ま
つ
り
」
に

出
展
参
加
し
ま
す
。
場
所
は
、

長
久
手
福
祉
の
家
（
通
称
、
ご

ざ
ら
っ
せ
）
で
午
前
十
時
か
ら

午
後
三
時
ま
で
行
わ
れ
ま
す
。

「
あ
な
た
の
腎
臓
、
大
丈
夫
で

す
か
」
を
中
心
に
来
場
者
の
方

に
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
や
花
の
苗
、

腎
移
植
運
動
の
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を

配
っ
て
ア
ピ
ー
ル
し
ま
す
。

毎
年
、
そ
れ
ぞ
れ
三
百
セ
ッ

ト
用
意
し
て
い
ま
す
が
す
べ
て

配
り
終
え
て
い
ま
す
。

ま

た
、

今

年

は

長
久
手
市
福
祉
協
議
会
か
ら
の

依
頼
で
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
企
画
に

関
連
し
て
お
子
さ
ん
が
ブ
ー
ス

に
来
た
ら
お
菓
子
を
配
っ
て
ほ

し
い
と
い
う
こ
と
で
、
お
菓
子

も
配
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

第
二
支
部
の
各
ク
リ
ニ
ッ
ク
の

代
議
員
を
始
め
と
す
る
皆
さ
ん
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
会
場

の
駐
車
場
は
、
毎
年
満
車
の
状

態
で
す
。
長
久
手
市
役
所
の
駐

車
場
か
ら
送
迎
バ
ス
が
運
行
さ

れ
ま
す
の
で
ご
利
用
を
お
勧
め

し
ま
す
。

ま
た
新
し
く
オ
ー
プ
ン
（
十

月
十
一
日
）
す
る
「
イ
ケ
ア
長

久
手
」
の
影
響
が
ま
だ
続
く
こ

と
も
予
想
さ
れ
ま
す
。
ご
注
意

を
。
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い
き
い
き
通
信

アンケートに協力する来場者

東尾張本部第一支部の皆さん

啓
発
運
動
は
愛
腎
協
の
大
切
な
役
割

慢
性
腎
不
全
は
、
毎
日
生
活
す
る
上
で
大
変
な
支
障
を
伴
い
ま

す
。
ま
し
て
や
、
透
析
治
療
に
移
行
す
れ
ば
尚
更
で
す
。
そ
の
大

変
さ
は
、
患
者
で
あ
る
我
々
が
一
番
よ
く
分
か
っ
て
い
る
こ
と
で

す
の
で
、
一
人
で
も
同
じ
よ
う
な
苦
し
み
を
す
る
人
を
出
さ
な
い

こ
と
を
訴
え
る
こ
と
は
我
々
に
し
か
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に

啓
発
活
動
を
「
Ｃ
Ｋ
Ｄ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
と
し
て
行
っ
て
い
る
の

で
す
。

第
二
支
部
は
「
長
久
手
福
祉
ま
つ
り
で
」
行
い
ま
す
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こ
こ
数
年
の
国
会
請
願
の

総
合
腎
臓
病
対
策
で
全
腎
協

が
訴
え
て
い
る
項
目
の
一
つ

の
「
血
清
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
」

検
査
が
来
年
度
か
ら
特
定
健

康
診
査
で
実
施
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

今
ま
で
の
腎
臓
機
能
の
検

査
は
、
尿
検
査
で
尿
蛋
白
が

＋
か
マ
イ
ナ
ス
か
で
計
っ
て
い

ま
し
た
が
ど
の
く
ら
い
腎
臓
が

働
い
て
い
る
か
は
診
断
で
き
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。

特
定
健
康
診
査
は
、
四
十
歳

か
ら
七
十
四
歳
す
べ
て
の
人
が

対
象
で
す
。
こ
の
特
定
健
康
診

査
が
始
ま
っ
た
頃
「
メ
タ
ボ
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
」
と
言
う
言
葉
が

流
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
生
活

習
慣
病
を
中
心
に
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

我
々
に
は
、
関

係
な
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、

第
１
面
の
Ｃ
Ｋ
Ｄ
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
趣
旨
と
同
様
、
慢
性
腎
臓

病
、
慢
性
腎
不
全
に
な
る
人
を

一
人
で
も
少
な
く
す
る
取
り
組

み
で
す
。

職
場
で
健
診
が
あ
る
人
は
、

自
動
的
に
健
診
し
ま
す
が
、
そ

う
で
な
い
人
は
、
面
倒
で
も
健

診
を
受
け
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま

す
。
ご
家
族
、
知
人
に
勧
め
て

頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ク
レ
ア
チ
ニ
ン
は
腎
臓
か
ら
速

や
か
に
尿
中
に
排
出
さ
れ
る
の

で
、
血
清
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
値
は

腎
臓
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査

に
用
い
ら
れ
る
。
ま
た
、
血
清

ク
レ
ア
チ
ニ
ン
値
は
尿
中
ク
レ

ア
チ
ニ
ン
濃
度
と
併
せ
て
腎
機

能
検
査
に
用
い
ら
れ
る
。

来
た
る
十
一
月
五
日
（
日
）

午
前
十
時
よ
り
午
後
二
時
ま
で

名
古
屋
大
学
医
学
部
付
属
病
院

講
堂
に
て
、
定
期
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
愛
腎
協
の
会
員
が

一
堂
に
会
す
る
年
に
一
度
の
機

会
で
す
。
万
障
繰
り
合
わ
せ
の

上
、
ぜ
ひ
多
く
の
会
員
の
皆
様

が
参
加
さ
れ
ま
す
よ
う
、
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
参
加
を
希
望
さ
れ
ま

す
方
は
、
各
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
参

加
申
し
込
み
名
簿
が
ご
ざ
い
ま

す
。
各
代
議
員
の
方
に
申
し
出

て
お
名
前
を
記
入
し
て
く
だ
さ

い
。

厚生労働大臣が定める項目及び基準はそれぞれ当該各号に定める

とおりとする。

一 貧血検査（ヘマトクリット値、血色素量及び赤血球数の測定）

貧血の既往歴を有する者又は視診等で貧血が疑われる者

二 心電図検査 当該年度の特定健康診査の結果等において、収縮

期血圧が１４０ｍｍＨｇ以上若しくは拡張期血圧が９０ｍｍＨｇ

以上の者又は自覚症状及び他覚症状の有無の検査において不整脈

が疑われる者

三 眼底検査 次のア 又はイの項目について、それぞれ当該ア又

はイに掲げる基準に該当した者（当該年度の特定健康診査の結果

等において、当該アに掲げる基準に該当せず、かつ、当該イの項

目の結果について確認することができない場合においては、前年

度の特定健康診査の結果等において、当該イの項目について、当

該イに掲げる基準に該当した者

ア 血圧 収縮期血圧が１４０ｍｍＨｇ以上又は拡張期血圧が

９０ｍｍＨｇ以上

イ 血糖 空腹時血糖値が１２６ｍｇ/ｄｌ以上、ヘモグロビン

Ａ１ｃが6．5％（ＮＧＳＰ値）以上又は随時血糖値が１２６

ｍｇ/ｄｌ以上

四 血清クレアチニン検査 当該年度の特定健康診査の結果等にお

いて、次のア又はイの項目について、それぞれ当該ア又はイに掲

げる基準に該当した者

ア 血圧 収縮期血圧が１３０ｍｍＨｇ以上又は拡張期血圧が

８５ｍｍＨｇ以上

イ 血糖 空腹時血糖値が１００ｍｇ/ｄｌ以上、ヘモグロビン

Ａ１ｃが5．6％（ＮＧＳＰ値）以上又は随時血糖値が１００

ｍｇ/ｄｌ以上

第６回定期大会に参加しましょう

特
定
健
康
診
査
に
血
清
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
検
査
を
追
加

開かれた愛腎協を会員が作る
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